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SQLite3が入っている

ダブルクリック

• A5SQL （SQL開発ツール）

• https://a5m2.mmatsubara.com/より

a5m2_2.15.4_x64.zip or a5m2_2.15.4_x86.zip をダウンロード

Ver 2.15からは x64版、x86版共に SQLite 共有ライブラリが同梱された.

Zipアーカイブから取り出して
実行する.
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https://a5m2.mmatsubara.com/


どちらのモードでもよいが
こちらのモードを使えば設定ファイルがディレクトリ内
にできるため持ち運びしやすい.

接続する DBを登録する.

今回の実習ではどちらでもよい.
実行する際のセキュリティが担保される.
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今回はこれ

Oracle等へ接続することも可能
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テストは成功するはず.

SQLコマンド実行の際は、対象
DBファイルを選んで実行する.
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今回の演習ではブランクでも可.
実習環境としてはここまでできれば OK.

最初の起動ではファイルがないのでチェックを入れる.



ここから新たに DBを登録
することも可能.

Tips 1.
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Tips 2.

SQLコマンドの実行時間がかかる時は
これを大きくする必要がある.
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Tips 3.

SQL実行結果、対象レコードが多くなる
場合にはここを変える.
一部のデータを確認するだけなら不要だが
すべての結果をダウンロードする場合等は
必須となる設定項目.

0で無制限.
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